H25　授業改善委員会「情報」
学習指導案
	教科
	数学
	科目
	数学Ⅲ
	使用教科書
	『数学Ⅲ』東京書籍

	配当時間
	　教科書外にあたる分野であるため、具体的な配当時間や指導単元・単元目標はないが、大学や大学入試で必要と思われる内容については、生徒に対するフォローをしていくようにしている。今回は、「微分方程式」の中でも最も基本的な変数分離型を具体的・実践的に利用する授業を展開していくことを目標としている。さらには、表計算ソフトを利用してコンピュータ内で実験可能であることを認識させる。

	指導単元
	

	単元目標
	

	本時の指導目標
	1 生活の中にある微分方程式を経験する。

②それらの微分方程式を解くことによって、他教科(物理)での理論部分を数学的に理解し、さらに深く掘り下げた学習ができるように考えさせる。それらをシミュレーションによっても実験的に行えることを理解させる。


	時間
	学習活動
	学習目標・評価の観点
	指導上の留意点・支援

	導入 １０分
	微分方程式の変数分離型の復習を行う。

例：
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	具体的な解法を覚えているか。

微分方程式を解く。
	解法の確認をする。

板書をあてる。

	展　　　開　　３５分
	終端速度についての考察

高さ500mの上空から雨粒が落ちてくる

場合の地表面における速度(m/s)を考える。

考察１（空気抵抗を考えない場合）
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ただし、
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は、初速度とする。今回は、
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ゆえに、
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= 99.0(m/s)= 356.4(km/h)

この速度で地表に雨粒が落ちることはない。
	実際に速度を求める。

物理の公式を正しく使う。
実際には、このようなことがない(空気抵抗などの力が働く)ことを認識する。
	物理の知識が正しく使えているかを確認する。
板書をあてる。
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(m/s)から(km/h)への変換も行うように指示をする。

	展　　　開　　　３５分
	考察２（空気抵抗を考える場合）

空気抵抗が速度に比例するように仮定し、速度の変化を考える。

初速度　　速度
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終端速度　終端速度を
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とすると、
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今回のモデル
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この微分方程式を変数分離法で計算をする。
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	自由落下運動である事に気づく。
【ここが今回のポイント】
力のつり合いによって終端速度を求めることが出来ることを確認する。
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　であることに気づく。
実際に、変数分離型の計算によって、速度
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を
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の式として表現する。
積分の計算をする。
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	正確には、より多くのパラメータが必要になることを説明する。

実際に
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のときも、先に求めた結果が成り立つことを示す。

余力のある生徒には、
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を積分させる。（距離の関数となる）

	
	微分方程式を利用して求めることは、この先の進学先で必要になることが特に理学工学系で多い。

	これらは、すべて時間
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の関数になるので、表計算ソフト上で、再現させることが可能である。
	『微分方程式』

物理の世界では、

◎単振動

その他の分野では、

· 環境問題

· マルサスの人口論

など幅広く使われていることを紹介する。

	まとめ ５分
	身の回りには、思った以上に微分方程式が隠れており、それによって様々な現象をモデル化し、解析することが出来ることを確認する。それらは、コンピュータ実習によっても解析できることを強調する。
	本時のまとめを行う。
	まとめを行うように指示をする。
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